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雜

報
　

六
八
〇

雜

報

〓
會
員
動
靜

陸
軍
二
等
軍
醫
從
七
位
　
岸

本

宗

治

郎

任
陸
軍

一
等
軍
醫

陸
軍
二
等
軍
醫
従
七
位
動
六
等
　
天

田

勘

七

任
陸
軍

一
等
軍
醫

任
陸
軍
三
等
軍
醫
　

西

村

慶

次

任
陸
軍
三
等
軍
醫
　

石

井

生

夫

任
陸
軍
三
等
軍
醫
　

岸

本

春

榮

任
陸
軍
三
等
軍
醫
　

野

田

榮

橘

岡
山
衛
戍
病
院
附
陸
軍
一等
軍
醫
　
岸

本

宗

治

郎

免
本
職
補
歩
兵
第

一
聯
隊
附

歩
兵
第
七
十
聯
隊
附
陸
軍

一等
軍
醫
　
南

川

義

一

免
本
職
補
工
兵
第
四
大
隊
附大阪
砲
兵
工
廠
附
陸
軍
一
等
軍
醫
　
天

田

勘

七

免
本
職
補
歩
兵
第
三
十
三
聯
隊
附

陸
軍
三
等
軍
醫
　
野

田

榮

橘

補
大
阪
衛
戍
病
院
附

陸
軍
三
等
軍
醫
　
西

村

慶

次

補
歩
兵
第
二
十
聯
隊
附

陸
軍
三
等
軍
醫
　
岸

本

春

榮

補
姫
路
衛
戍
病
院
附

陸
軍
三
等
軍
醫
　
石

井

生

夫

補
岡
山
衛
戍
病
院
附
　

(
八
月

二
十
九
日
)

陵
軍
一
等
軍
醫
　
森

本

末

吉

陸
軍
一等
軍
醫
　
守

山

貞

一

(各

通
)
　

陸
軍
一等
軍
醫
　
藤

川

喜

人

陸
軍
一等
軍
醫
　
南

川

義

一

陸
軍
二
等
軍
醫
　
滋

野

井

至

孝

賜

一
等
給

陸
軍
一
等
軍
醫
　
杉

山

龜

之

助

陸
軍
一
等
軍
醫
　
平

野

林

(
各

通

)

陵
軍
一
等
軍
醫
　
野

上

尚

志

陸
軍
一
等
軍
醫
　
長

田

祖

村

賜

二
等
給
　

(
八

月

三

十

日
)

敍
正
七
位
　

從
七
位
　
藏

本

貢

五
級
俸
下
賜
　

岡
山
醫
學
専
門
學
校
敎
授
　
荒

木

蒼

太

郎

(
九

月

七

日
)
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朝
鮮
總
督
府
道
慈
惠
醫
院
醫
員
　
三

宅

助

一

任
朝
鮮
總
督
府
道
慈
惠
醫
院
醫
官

敍
高
等
官
七
等
　

(
九

月

十

二

日
)

陸
軍
一
等
軍
醫
　
平

野

林

補
陸
軍
士
官
學
校
附
同
校
本
科
敎
官
　

(
九
月

十

一
日
)

陸
軍
一
等
軍
醫
　
藤

井

義

熹

補
工
兵
第
十
七
大
隊
附
　

(
九

月

十

六

日
)

免
本
職
　

野
間
軍
醫
長
海
軍
軍
醫
大
尉
　
藤

田

秀

三

郎

海
軍
軍
醫
大
尉
　
藤

田

秀

三

郎

待
命
被
仰
付
但
呉

ニ
滞

在

ス
ヘ
シ
　

(
九

月

十

七

日
)

陸
敍
高
等
官
六
等
　

埼
玉
縣
技
師
從
七
位
　
勅
使
河
原
　

文

(
九

月

十

九

日
)

敍
正
七
位
　

從
七
位
　
岸

本

宗

治

郎

敍
正
七
位
　

從
七
位
勳
六
等
　
天

田

勘

七

陸
軍
三
等
軍
醫
正
正
六
位
勳
六
等
功
四
級
　
上

山

喜

明

任
陸
軍
二
等
軍
醫
正

陸
軍
二
等
軍
醫
從
七
位
　
八

井

田

茂

實

任
陸
軍

一
等
軍
醫

陸
軍
二
等
軍
醫
從
七
位
　
寺

坂

幸

太

郎

任
陸
軍

一等
軍
醫

歩
兵
第
十
三
聯
隊
附
陸
軍
一等
軍
醫
　
寺

坂

幸

太

郎

免
本
職
補
獨
立
守
備
歩
兵
第
四
大
隊
附

山
口
衛
戍
病
院
附
陸
軍
一
等
軍
醫
　
守

山

貞

一

免
本
職
補
歩
兵
第
十
三
聯
隊
附

輜
重
兵
第
十
一
大
隊
附
陸
軍
一
等
軍
醫
　
松

原

愛

次

郎

免
本
職

善
通
寺
衛
戍
病
院
附
陸
軍
一
等
軍
醫
　
八

井

田

茂

實

免
本
職
補
輜
重
兵
第
十

一
大
隊
附

朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
部
附
陸
軍
二
等
軍
醫
　
大

屋

音

市

免
本
職
補
朝
鮮
軍
軍
醫
部
部
員

第
四
師
團
軍
醫
部
部
員
陸
軍
二
等
軍
醫
　
平

井

義

雄

免
本
職
補
岡
山
衛
戍
病
院
附
　

(
九

月

二

十

日
)

敍

賜

陸
軍
官
等
位
勳
功
　

氏

名

勳
等

賜

金

瑞
五
等
　

六
二
〇
　

一等
軍
醫
從
六
位
　
矢

澤

弘

水

瑞
五
等
　

七
五
〇
　

一等
軍
醫
正
七
位
　
野

田

諦

俊

瑞
五
等
　

七
五
〇
　

一
等
軍
醫
正
七
位
勳
六
等
　
守

山

貞

一

旭
六
等
　

八
〇
〇
　

二
等
軍
醫
從
七
位
　
大

内

健

太

郎

旭
日
中

綬
章
　

一
、
六
〇

〇
　

二
等
軍
醫
正
從
五

位
勳
三
等
功
五
級
　

橘

久

三

郎

旭
日
小

綬
章
　
二

、
一
〇

〇
　

三
等
軍
醫
正
從
六

位
勳
四
等
　

荻

本

快

吉

(
九
年
十

一
月

一
日
)

雜

報
　

六
八

一
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報
　

六
八
二

○
西
川
義
英
君
　
歐
洲
留
學
中
の
同
君
は
目
下
左
記
の
處
に
寓
居

せ
ら
る

○
足
高
萬
太
郎
君
　

は
今
般
神
戸
市
筒
井
町
高
橋
醫
院
に
勤
務
せ

ら
れ
た
り

○
菱
田
昌
雄
君
(
奮
姓
川
中
)

は
今
般
本
縣
苫
田
郡
津
山
町
岩
本

醫
院
に
勤
務
せ
ら
れ
た
り

○
山
下
兼
澄
君
　

は
本
年
岡
山
醫
學
專
門
學
校
卒
業
後
縣
立
鹿
兒

島
病
院
外
科
に
勤
務
せ
ら
れ
た
り

○
藤
本
秀
次
君
　

は
今
般
岡
山
醫
學
專
門
學
校
附
屬
醫
院
を
辭
し

當
市
石
本
外
科
醫
院

に
勤
務
せ
ら
れ
た
り

○
小
野
獻
吉
君
　
豫
て
東
京
順
天
堂
病
院

に
於
て
研
究
中
な
り
し

同
君
は
今
般
岡
山
醫
學
専
門
學
校
附
屬
醫
院
助
手
を
命
せ
ら
れ
皮

膚
科
に
勤
務
せ
ら
れ
た
り

○
畠
中
敏
郎
君
　
當
市
石
本
外
科
醫
院
を
辭
せ
ら
れ
た
る
同
君
は

今
般
岡
山
醫
學
專
門
學
校
附
屬
醫
院
助
手
を
命
せ
ら
れ
皮
膚
科
に

勤
務
せ
ら
れ
た
り

○
美
木
俊
雄
君
　

は
豫
て
兵
庫
縣
赤
穂
町
に
於
て
開
業
し
居
ら
れ

し
か
今
囘
開
業
を
中
止
し
歐
米
留
學
の
準
備
と
し
て
北
里
研
究
所

に
入
り
研
究
し
來
年
二
、
三
月
頃
先

つ
米
國
に
向
て
出
發
せ
ら

る

る
豫
定
な
り

○
石
原
廣
四
郎
君
　
曩
日
陸
軍
を
辭
せ
ら
れ
た
る
同
君
は
九
州
帝

國
大
學
醫
學
部
に
於
て
研
究
し
居
ら
れ
し
か
今
般
姫
路
市
坂
元
町

に
於
て
開
業
せ
ら
る
々
筈
に
て
目
下
其
準
備
中
な
り

○
小
西
例

一
君
　

は
今
囘
尼
ケ
崎
市
南
川
醫
院
を
辭
し
郷
里
愛
媛

縣
北
宇
和
郡
岩
松
町

に
於
て
開
業
せ
ら
れ
た
り

○
沖
野
勝
治
君
　

は
豫
て
岡
山
醫
學
專
門
學
校
附
屬
醫
院
外
科

に

勤
務

し
居
ら
れ
し
か
今
般
辭
職
本
縣
和
氣
郡
伊
里
村
に
於
て
開
業

せ
ら
れ
た
り

○
村
瀨
達
三
君
　

は
豫
て
岡
山
醫
學
專
門
學
校
附
屬
醫
院
皮
膚
、

泌
尿
器
科
に
勤
務
し
居
ら
れ
し
か
今
囘
辭
職
當
市
天
瀨
に
於
て
開

業
せ
ら
れ
た
り

○
竹
本
勇
藏
君
　

は
豫
て
大
阪
市
緒
方
病
院
に
勤
務
し
居
ら
れ
し

か
今
般
同
院
を
辭
し
廣
島
縣
豊
田
郡
木
ノ
江
町
に
於
て
開
業
せ
ら

れ
た
り

○
松
井
篤

二
君
　
曩

日
陸
軍
を
辭
せ
ら
れ
た
る
同
君
は
今
般
東
京
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市
外
池
袋

に
於
て
開
業
せ
ら
れ
た
り

○
横
田
豊
治
君
　
既
記
の
如
く
岡
山
醫
學
專
門
學
校
附
屬
醫
院
小

兒
科
を
辭
せ
ら
れ
た
る
同
君
は
今
囘
愈
豊
橋
市
淸
水
町

(
新
停
車

場
通
)
に
於
て
開
業
せ
ら
れ
た
り

○
山
崎
磐
君
　

は
豫
て
日
本
赤
十
字
社
大
阪
支
部
病
院
産
婦
人
科

及
同
支
部
産
婆
養
成
所
に
勤
務
し
居
ら
れ
し
か
今
囘
其
職
を
辭
し

大
阪
市
西
區
八
幡
屋
町
に
於
て
開
業
せ
ら
れ
た
り

○
山
本
敏
晴
君
　

は
豫
て
京
都
府
綴
喜
郡
井
手
村
に
於
て
開
業
し

居
ら
れ
し
か
今
囘
東
京
府
澁
谷
町
字
下
澁
谷
に
移
轉
せ
ら
れ
た
り

○
淸
水
桂
次
郎
君
　

は
今
般
東
京
市
外
下
落
合
五
三
五
に
移
轉
せ

ら
れ
た
り

○
佐
藤
薰

君
　

は
今
囘
愛
媛
縣
宇
摩
郡
土
居
村
に
移
轉
せ
ら
れ
た

り〓
學
位
論
文
審
査
の
要
旨
　

本
年

二
月
十
七
日
醫
學
博
士
の
學
位

を
授
與
せ
ら
れ
た
る
本
會

々
員
岩
野
俊
治
、
原
正
平
の
兩
君
、
本

年
三
月
十
六
日
授
與
せ
ら
れ
た
る
久
保
信
之
、
菅
忠
芳
兩
君
及
ひ

同
年
三
月
二
十
二
日
授
與
せ
ら
れ
た
る
高
祖
敏
雅
君
の
論
文
審
査

の
要
旨
は
左
の
如
し

岩
野

俊
治
君

主
論
文鐵
ノ
新
陳
代
謝

ニ
關

ス
ル
肝
臟
及
脾
臟
ノ
機
能

ニ
就
テ

著
者

ハ
脾
臟
ヲ
有
セ
ル
家
兎
及
之
ヲ
摘
出
セ

ル
家
兎

ニ
就
キ
平
常
時
及
饑
餓
時

ニ
於
テ

肝
靜
脈
血
、
門
脈
血
、
下
大
靜
脈
血

ノ
鐵
含
有
量
及
赤
血
球
數
ヲ
測
定
シ
左
ノ
如
ク
決

論

セ
リ

(一)
 脾
臟

ヲ
有

ス
ル
普

通

ノ
家
兎

ニ
ア
リ

テ

ハ
肝

靜
脈
血

ニ
比

シ

一
定
血

量

ノ
赤

血
球

數

ハ
少
ク
其
ノ
鐵
含
量

モ
概

シ
テ
乏
シ
キ
場
合
多
キ
モ
下
大
靜
脈
血

ニ
比

シ
テ

ハ
赤
血
球

數

ハ
殆
ト
全

ク
差
異
ナ
キ

ニ
拘
ラ

ス
鐵
含
量

ニ
富
ミ
又
肝
靜
脈

ノ

一
定
赤
球
數
ノ
鐵
含

量

ハ
門
脈
下
大
靜
脈
耳
靜
脈
血

ヨ
リ
多

シ

(二)
 脾
臟

ヲ
摘
出

シ
タ

ル
家

兎

ニ
ア

リ

テ

ハ
肝
靜

脈

ハ
門
脈

ニ
比

シ

一
定
血

量

ノ
鐵
含

量

ハ
概
シ
テ
大
ナ
リ
是

レ
脾
臟
ヲ
有

ス
ル
普
通
ノ
家
兎
ト
主
ト
シ
テ
異
ナ
ル
所

ニ
シ
テ
又

肝
靜
脈

ニ
於

ケ
ル

一
定
赤
血
球
數
ノ
鐵
含
量

ハ
門
脈
血

ヨ
リ
多

シ
又
血
球
數
ノ
關
係

ハ

脾
臟

ヲ
有

ス
ル
モ
ノ
ト
略

ボ
同

一
ニ
シ
テ
肝
靜
脈
血

ハ
門
脈
血

ニ
比

シ
少

シ

(三)
 肝
臟

ニ
於
テ
ハ
生
理
的

ニ
血
色
素
ヲ
分
解

ス
ル
ノ
ミ
ナ
ヲ

ス
又
生
理
的

ニ
血
色
素
カ

新
生
セ
ヲ
レ
肝
臟

ヨ
リ
射
出

ス
ル
肝
靜
脈
血

ニ
與

ヘ
ヲ

ル
、
モ
ノ
ト
認
メ
得

ヘ
シ
而

シ

テ
脾
臟

モ
少
ク
ト
モ
間
接

ニ
鐵
ノ
新
陳
代
謝

ノ
上

ヨ
リ
肝
臟

ニ
於

ケ
ル
血
色
素

ノ
新
生

ニ
關
與

シ
脾
臟
摘
出

ニ
ヨ
リ
起

ル
血
色
素

ノ
障
害

ニ
對

シ
テ

ハ
肝
臟

ハ
門
脈
血

ニ
比

シ

多

ク
ノ
血
色
素

ヲ
代
償
性

ニ
肝
靜
脈
血

ニ
與

フ

(四
)
 
普
通
ノ
家
兎
及
脾
臟
ヲ
摘
出
シ
タ
ル
モ
ノ

ハ
門
脈
、
肝
臟
脈
、
下
大
靜
脈
、
耳
靜
脈

中
門
脈
血

ハ
最

モ
多
ク
赤
血
球

ニ
富

ミ
普
通
ノ
家
兎

ノ
飢
餓
状
態

ニ
ア
リ
テ

ハ
肝
臟
脈

ノ
赤
血
球
數

ハ
門
脈
血

ヨ
リ
多
シ

雜

報
　

六
八
三
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雜

報
　

六
八
四

原

正
平
君

主
論
文蓚
酸
、
枸
櫞
酸
及
酒
石
酸
鹽
ノ
働
キ
方

ニ
關
ス
ル
實
驗

的
研
究

(
獨
文
)

京
都
帝
國
大
學
醫
學
部
紀
要
第
三
卷
第
二
號

蓚

酸

、
枸
櫞

酸

及
酒

石
酸

ハ
共

ニ
「
カ

ル
チ
ウ

ム
」
ヲ
沈
降

セ

シ

ム
而

シ
テ
是
等

ノ
動
物

ニ
對

ス

ル
毒
性

ハ
單

ニ
「
カ

ル
チ
ウ

ム
」
沈

降

ノ
性

質

ニ
基

ク
モ

ノ
ナ

ル
ヤ
或

ハ
他

ニ
各

酸

ニ
特
種

ノ
作
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